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道路交通に関連する現状分析の結果や、道路網構築の視点等、
道路網計画の計画検討の過程を「技術検討レポート」としてとりまとめました
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はじめに
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これまでの道路網計画の振り返り

■背景：人口は増加、人口増加に伴い市街地が拡大、移動の観点では自動車中心の社会
■道路整備の方針：増加する自動車需要に対応した都市計画道路の計画・整備

■背景：人口減少社会が到来、都市経営の観点から持続可能なまちづくり・都市のコンパクト化が進む
■道路整備の方針：都市・人口規模に合わせた自動車のための道路網への転換。

 需要ではなく必要性に着目し、道路網を構築

さいたま市道路網計画を策定
平成24年度～令和2年度には、順次都市計画変更手続き（都市計画道路の廃止など）

平成24年度より廃止候補路線に位置付けられた25路線
約45kmのうち、15路線約22kmの廃止手続きを行い、
存続候補路線においても、幅員の減少等13路線の都市
計画変更手続きを行った。

↓
都市計画道路のダウンサイジングは進んだ

高度経済成長期

現計画検討時（平成22~24年頃）

平成24年10月
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1．さいたま市の概況
道路網計画（P2～10）

都市計画道路などの幹線道路の現状と課題に該当
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地勢

➢ さいたま市は、埼玉県南部にあり、東京都心部からおおよそ30kmに位置している。

➢ 市の大部分は、大宮台地や岩槻台地等の台地上に存在しており、台地と台地の間には、荒川、芝川など
の河川が存在する。

さいたま市の位置 地勢

出典：さいたま市都市計画マスタープラン

出典：さいたま市都市計画マスタープラン
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土地利用と人口集中地区

➢ 住宅用地は市の西側を中心に広がっており、田畑は市の東側の河川沿いと西端の荒川沿いに広がっている。
商業用地は大宮駅周辺を中心に、幹線道路沿いに点在している。

➢ 人口集中地区は、市の広範囲にわたっている。

土地利用現況図 人口集中地区

出典：さいたま市都市計画基礎調査(令和3年度)
出典：国勢調査(令和2年)
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夜間人口の分布と推移

➢ さいたま市の夜間人口は、市内の鉄道沿線、市西部に集中している傾向がある。

➢ 人口の推移は増加傾向にあるが、令和12年ごろの132万人をピークに、減少傾向に変わると推計されてい
る。

➢ 高齢化率は年々増加傾向にあり、将来的には30％を超えると推計されている。

出典：昭和55～令和2年人口：国勢調査
 令和7以降推計人口：日本の地域別将来推計人口(国立社会保障・人口問題研究所)

夜間人口の分布

出典：国勢調査(令和2年)
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就業人口の分布と従業人口の推移

➢ 就業人口の分布をみると、市内の鉄道沿線、市西部に集中している傾向がある。

➢ 従業人口の推移では、総数は一貫して増加が続いているが、第一・二次産業の従業人口は減少している。

就業人口の分布

出典：国勢調査(令和2年)

従業人口の推移

出典：さいたま市総合振興計画 基本計画(2021-2030)(令和3年)
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➢ 都市計画道路の整備にも用いられる土木費は、前回道路網計画が策定された平成24年度と比較すると
全体や他の目的の予算増加に対して減少している。これは、少子高齢化の影響により民生費等が増加した
ことが理由として挙げられる。

➢ また、医療費は年々増加傾向にあり、加えて、新型コロナウイルス感染症によって財政にも大きな影響が出て
おり、今後も道路整備にかけられる予算は限られていくものと想定される。

目的別歳出予算の推移

財政状況

出典：さいたま知っ得予算

出典：さいたま知っ得予算(令和4年度)

新型コロナウイルス感染症関連予算

医療費の推移(全国)

出典：医療費の動向調査
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